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朝鮮半島の新展示について

秀村研二（明星大学）

 日本にとって隣接する社会である朝鮮半島は、他の地域と異なって、一般の人々に

とっても親しみがあり、また多くの人々が韓国に訪れて直接に体験してきている社会

でもある。日本社会は歴史的にも、また文化的にも多くの影響を受けてきたことは言

うまでもない。このような身近によく知られた社会を博物館でどのように展示したら

よいのかは非常に難しいと思われる。新展示においても、基本的には伝統文化の理解

ということに重点が置かれている。そのため、現代の文化や都市文化に関する展示ス

ペースが限られてしまった。しかし、従来は注意が払われなかった現代のスポーツ文

化とキリスト教や仏教の新しい姿についての展示がなされただけでも、従来の日本の

朝鮮理解を大きく超えるものなのかもしれない。韓国のキリスト教を研究対象として

している立場からキリスト教の展示を中心として少し意見を述べてみる。

 日本の社会から見ると、同じ東アジアにある韓国社会がキリスト教徒の多い社会で

あるというのは意外な感じがするものらしい。街の様子や人々の姿形はよく似ている

のに、韓国の都市に林立する十字架は日本からの旅行者を驚かせる。キリスト教徒数

はプロテスタント900万人、カトリック300万人といわれている。日本のキリスト教信

者数が100万人にも満たないこととは対照的である。

 日本でも韓国でもキリスト教は外来の宗教文化であった。特に近代になってからの

布教が欧米の宣教団体によってなされたこともあり、キリスト教は欧米の宗教と認識

されていることが韓国でも日本でも多いようである。そのためキリスト教がどれだけ

土着化して、本来のプロトタイプである欧米のキリスト教から変容しているのかが議

論されることが多い。しかし、欧米のキリスト教もそれぞれが一つの土着化した独自

のキリスト教であり、あるべきキリスト教などは存在しない。韓国のキリスト教もキ

リスト教の一つの独自性をもった一つのタイプなのである。その韓国のキリスト教の

特徴をどのように展示することができるのであろうか。

 博物館で展示されるものは、現在までのところ物質文化がその中心である。キリス

ト教に関する物質文化としては、教会建築、聖書や賛美歌、儀礼で使用される祭具類、

聖職者や信者の衣類や身につけるもの、信仰生活において使用される用品、教会や教
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会学校で使用されたり配布されたりするものなどであろう。これらのモノの展示によ

って、韓国のキリスト教の独自性を示すことができるのであろうか。ハングルで表記

された聖書などの出版物、ヨーロッパのゴチック様式で建てられたプロテスタント教

会の建築、夜になると赤や白のネオンがともるプロテスタント教会の十字架、民族衣

装を着用したマリヤ像などからは韓国のキリスト教の独自の姿を見てとれるかもしれ

ない。

 しかし韓国のキリスト教の独自性が目に見えないところにあることも確かである。

その独自性は、歴史的に形成されてきたものであり、また他の宗教文化との交渉の中

で育まれてきたものでもある。礼拝のスタイル、説教や祈祷の内容、霊的運動、教会

と信者や信者間の人間関係、霊的信仰を強調する特別集会、病気治しをおこなう祈祷

院などの施設、さらには神学や信仰そのものなどがそれにあたるであろう。このよう

な展示できないものの展示に関しては、今回の新展示にあわせて補助的に電子ガイド

が導入されたが、その内容に関してはより一層の充実が望まれる。

 博物館展示が物質文化を中心に構成される以上、キリスト教のような目新しくない

宗教文化を展示するのは難しい。その独自性が必ずしもモノによって示されるのでは

ないからである。しかし、今回の新展示でキリスト教が韓国社会で重要な位置を示し

ていることをこの日本で観覧者に示すことの意味は決して小さくない。現代の韓国社

会を理解するために重要であるからである。

＊ここでキリスト教というのは、韓国で改新教といわれるプロテスタンティズムと天

主教であるカトリシズムを合わせて使用している。
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